
 

 

球技では、各型の各種目の局面

ごとに技術や戦術、作戦の名称

があり、それぞれの技術、戦

術、作戦には、攻防の向上につ

ながる重要な動きのポイントや

安全で合理的、計画的な練習の

方法があること 

 

課題解決の過程を踏
まえて、チームや自
己の新たな課題を発
見すること 

選択した運動につ
いて、チームや自己
の動きを分析して、
良い点や修正点を
指摘すること 

【運動の技能向上につながる学習内容】 
 

 

作戦などを話し合
う場面で、合意形
成に貢献しようと
すること 

チームでの話合いの
場面で、合意を形成
するための調整の仕
方を見付けること 

知識 

技能 
 

思考力 

判断力 

表現力等 

仲間の課題を指
摘するなど、互い
に助け合い高め
合おうとするこ
と 

学びに向かう
力・人間性等 

チームでの学習で、
状況に応じてチー
ムや自己の役割を
提案すること 

フェアなプレイを
大切にしようとす
ること 

練習やゲームを行う
場面で、チームや自
己の活動を振り返
り、よりよいマナー
や行為について提案
すること 

球技の学習に主
体的に取り組も
うとすること 

一人一人の違い
に応じたプレイ
などを大切にし
ようとすること 

体力や技能の程度、
性別等の違いを超
えて、仲間とともに
球技を楽しむため
の調整の仕方を見
付けること 

【参画する態度を養う学習内容】 

【責任・協力の態度を養う学習内容】 

【公正・公平の態度を養う学習内容】 

【共生の態度を養う学習内容】 

危険の予測をしなが

ら回避行動をとるな

ど、健康・安全を確保

すること 

練習やゲームの場面
で、チームや自己の危
険を回避するための
活動の仕方を提案す
ること 

 

球技の型や種目によっ
て必要な体力要素があ
り、その型や種目の技
能に関連させながら体
力を高めることができ
ること 

【健康・安全の意識を高める学習内容】 

 

課題解決の方法には、チームや自

己に応じた目標の設定、目標を達

成するための課題の設定、課題解

決のための練習法などの選択と実

践、ゲームなどを通した学習成果

の確認、新たな目標の設定といっ

た過程があること 

 

役割に応じたボール操作や安定した用具の操作 

球技の学習成果を踏ま
えて、自己に適した「す
る、みる、支える、知
る」などの運動を生涯
にわたって楽しむため
の関わり方を見付ける
こと 

サービスでは、
ボールに変化を
つけて打つこと 

ボールを相手
側のコートの
守備のいない
空間に緩急や
高低などの変
化をつけて打
ち返すこと 

ボールに回転を
かけて打ち出し
たり、回転に合
わせて返球した
りすること 

移動を伴うつ
なぎのボール
に対応して、攻
撃につなげる
ための次のプ
レイをしやす
い高さと位置
にトスを上げ
ること 

仲間と連動し
てネット付近
でボールの侵
入を防いだり、
打ち返したり
すること 

ボールをコント
ロールして、ネ
ットより高い位
置から相手側の
コートに打ち込
むこと 

チームの作戦に
応じた守備位置
から、拾ったり
つないだり打ち
返したりするこ
と 

変化のあるサー
ブに対応して、
面を合わせてレ
シーブすること 

ラリーの中で、
相手の攻撃や
味方の移動で
生じる空間を
カバーして、守
備のバランス
を維持する動
きをすること 

相手の攻撃の変化
に応じて、仲間と
タイミングを合わ
せて守備位置を移
動すること 

仲間と連携した攻
撃の際に、ポジシ
ョンに応じて相手
を引き付ける動き
をすること 

 

連携した動き 

チームや自己の課
題を解決するため
の練習の計画を立
てること 

 

競技会で、ゲームのル
ール、運営の仕方や役
割に応じた行動の仕
方、全員が楽しむため
のルール等の調整の仕
方などがあること 


